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2024 年 7 月 1 日 

秋田キャッスルホテル 
 

持続可能な未来に向け、プラスチック使用量削減に取り組む 

歯ブラシとヘアブラシをサステナブル製品へ切り替え、環境負荷軽減に貢献 

2024 年 7月 1日（月）より実施／「もみ殻」配合製品で最大40％のプラスチック使用量を削減 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

秋田キャッスルホテル（秋田県秋田市中通、代表取締役社長 岸本洋喜）は、2024 年 7 月 1 日より

順次、客室で使用する歯ブラシとヘアブラシをサステナブル製品へ切り替えいたします。新しい製

品には「もみ殻」が配合されており、従来品と比べ歯ブラシは 35％、ヘアブラシは 40％のプラス

チック使用量が削減されます。 
 
2022 年 4 月 1 日には、プラスチックの使用削減を促す「プラスチック資源循環促進法」が施行さ

れました。この法律は、使い捨てのプラスチック製品 12 品目と、これらを無償提供している業種

を指定し、前年度に 5 トン以上提供した企業に削減対策を求めています。ホテル業においては、歯

ブラシ、ヘアブラシ、くし、かみそり、シャワーキャップの 5 品目が削減対象とされています。 
 
当ホテルでは義務化対象ではなかったものの、SDGs の観点から自主的に対応を検討してまいりま

した。今回採用した製品は、植物原料である「もみ殻」をポリプロピレンに配合したバイオマス樹

脂で作られており、プラスチック使用量の削減による環境負荷軽減が期待されます。 
 
秋田キャッスルホテルは引き続き製品の見直しを行い、エコホテルの実現に向けた取り組みを進め

てまいります。 

  【補足】 

●客室アメニティでのプラスチック使用量削減については、以下の方法が考えられます。 

・製品の変更（①竹製など非プラスチック製品、②一部を植物由来原料に変更したバイオマスプラスチック製品） 

・提供方法の変更（①有料化、②フロントにアメニティーバーを設け必要な人にのみ配る） 

●課題 

バイオマス製品はまだ商品のラインアップが少なく選択肢が乏しいこと、当ホテルのような小規模ホテルでは 

独自開発が難しいことなどの課題があります。 

 

▲従来品（左）と新しく導入するもみ殻を配合した歯ブラシとヘアブラシ（右）。従来品と変わらない使い心地で、

プラスチック使用量の削減を目指す。 

歯ブラシ ヘアブラシ 

1 本あたりの削減イメージ 

プラスチック 100％の 
従来品 

もみ殻配合の 
サステナブル製品 



 

＜削減イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■秋田キャッスルホテルの「エコホテル宣言」について 
 

秋田キャッスルホテルは 2011 年の全館リニューアルを

機に「エコホテル宣言」を行いました。リニューアル前

と比較し CO２排出量の 25％削減を目標に、全館空冷化、

個別空調システムの導入、客室窓への遮熱フィルム貼付、

高効率エレベーター・エスカレーターの採用などにより、

省エネルギー化を実現しています。直近 2023 年の報告

では、リニューアル前と比べ 48％の CO2 削減となりま

した。 
 

■秋田キャッスルホテル 会社概要 
 

【会社名（商号）】株式会社秋田キャッスルホテル  

【ホテル名称】秋田キャッスルホテル 

【住 所】秋田県秋田市中通一丁目 3 番 5 号 

【資本金】 1 億円 【開業年月日】1970 年 7 月 7 日  

【代表取締役社長】岸本 洋喜 

【従業員数】478 人（2024 年 4 月 1 日現在） 
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▲CO2 排出量の推移（エコホテル宣言 2023年実績報告より） 
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